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BleakHouseの空 間
LadyDed16ckを中心 と して
新 野 緑
I
Dickensの作 品 を 読む時,我 々に 強 い印象 を与 え る 要素 のひ とつ は,
登場 人物 をめ ぐる時 間 と空間の感覚 であ る。我々 は,既 に別 の場所 でB1θ盈
Houseにおけ る時 間構 造 を,こ の小 説の語 り手 の一 人であるEstherSum-
mersonを中心 に見 た。1)小論では,Estherの対極 に あ る彼女 の母Lady
Dedlockの生の軌跡 を,彼 女 を取 り巻 く空 間 を軸 として考 えてみた い。
上 流社会か ら貧民階 級 まで広大 な世 界 を描 き出す この小 説にお いて,お
互 いに何 ら係 わ りを持 たぬ よ うに思 われ た多種 多様 の登場 人物が,Lady
Dedlockとの結びつ きを次第 に明 らか にされてゆ く物語 の展開 を見 る と,
"sheisthepivotitallturnson"(p.782)2)とい うBucket警部 の 言葉
は十分 に肯定 され る ように思 われ る。3)
LadyDedlockは,古い家柄 と権 力 を誇 る従 男爵SirLeicesterDedlock
の奥 方 として社交 界に君臨す る美貌の貴婦 人で ある。小 説の 冒頭紹 介 され
る彼女 の履歴 は以下 の如 くであ る。.
A whisper still goes about, that she had not even  family  .  .  .  . But she 
had beauty, pride, ambition, insolent resolve, and sense enough to 
portion out a legion of fine ladies. Wealth and station, added to these, 
soon floated her upward; and for years now my Lady Dedlock has 
been at the centre of the fashionable intelligence, and at the top of 
the fashionable tree.  (p. 57)
pride,ambition,insolentとイ タ リッ クで示 した語 は,他 の者 を見下 し,
自ら高 くあ ろう とす るLadyDedlockの「上昇」へ の強い意志 を示 してい
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る。 しか も,floatupward,topとい う語句か ら、我 々は、SirLeicesterと
の結婚 を契機 として,急 速に社会 の最上 層へ との し上 が って きた彼女 の人
生 の軌跡 をた どるこ とが で きる。
このLadyDedlockの現在 の地位 は,更 に"theshiningheightsshehas
scaledandtaken"(P.706)もしくは``thehighplaceshehasgraced
sowell"(P.800)と形容 され てゆ く。つ ま り,過 去か ら現 在に 至 るLady
Dedlockの人生 は,き わだ った上昇線 を描 いていた と言え よう。 しか も,
SirLeicesterの愛 情 に支 えられて 彼女 の地 位 は揺 るぎよ うのない もの と見
え 観
ところが,LadyDedlockには 誰に も 知 られぬ 暗 い 過去 があ る。Sir
Leicesterとの 結婚 以前,彼 女 は 恋 人CaptainHawdonとの 間 に 私生 児
Estherを儲 け たのであ る。それは確か に,彼 女 が人生 にお いて唯一情 熱 を
傾 けた幸福 なひ と時 であ った。 しか し,私 生 児 として生 まれた子 供 は家 の
恥 として死産 と偽 られ,彼 女の手許か ら奪 い去 られて しま う。そ して,彼
女 は子供 が生 きてい るこ とを知 らぬ ま ま,SirLeicester夫人 とな ったので
ある。
彼女 の現 在の地位 は,こ の過去 の秘密 の上に建 て られ てい る。その過去
が幸福 であ り,し か も,そ の過去 を夫か らも世 間か ら も包 み隠 して いるこ
とに よ り,過 去 はLadyDedlockの意 識 に重 くの しかか って いる と言 え
よ う。
このLadyDedlockの意識 を最 も明確 に示 して い るのは,Estherへの告
白の場 面 であろ う。Estherを我が子 と知 っ たLadyDedlockは,自らの
過去 を打 ち明け許 し を乞 う。 しか し,す べ て を許す とい うEstherにLady
Dedlockは,
To bless and receive me  .  .  . it is far too late. I must travel my dark 
road alone, and it will lead me where it will. From day to 
day, sometimes from hour to hour, I do not see the way before my 
guilty feet. This is the earthly punishment I have brought upon myself. 
                                          (pp. 565-566)
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と答 えて,そ の許 しを受 け入れ るこ との不 可能 をかみ しめ る。
「もう遅 す ぎる」 とい う彼女の言葉 に,取 り戻 しようの ない過 去の感覚
は明 らか であ ろう。過去 に縛 られ,未 来 を信 じるこ との できないLady
Dedlockにとって,人 生 は,い つ どんな形 で来 るとも知れ ぬ 「終 り」 に向
か う,暗 い,刻 一刻 と消 え去 る 「道 」 と意識 されて いる。現 在の 自分 を「罪 .
深 い」 と思 い,人 生 を 「罰」 と感 じるLadyDedlockの時間は,下 降線 を
な してい ると言 え よう。彼女 は,そ の 内的な奈落 に刻 一刻 と落 ち込 ん でゆ
く自分 自身 を意 識せ ざるをえない。4)
先 に述べ たLadyDedlockの社会 的,外 面 的な人生の上昇 と,こ の 内 に
ひそむ下降 の意識 は,非 常 な落差 を示 している。 このよ うな内面 と外界の
不調和 の うち にあ って,社 交 界の花 形 として常 に外 界か らの視 線 を意識す
るLadyDedlockが身につ けたのは,あ らゆ る感情 を押 し殺す倦 怠の仮面
であった。
My Lady Dedlock, having conquered her world, fell  .  . . into the 
freezing mood. An exhausted composure, a worn-out placidity, an 
equanimity of fatigue not to be ruffled by interest or satisfaction, 
are the trophies of her victory. (pp. 57-58)
〔イタ リックはDickens〕
この変わ る ことの ない倦 怠の表情 は,初 め てLadyDedlockに出会 っ
たEstherの
Neither did I know the loftiness and haughtiness of Lady Dedlock's 
face, at all, in any one. (p. 305)
とい う言葉 が示す ように,俗 人 を寄 せつ けぬ高慢 の しるし と受 け とられ る。
loftiness,haughtinessとい う表現 に注意 してお こ う。同 じ 「高慢 」 を表 わ
すに して も,社 会 の最上層 に位 置す る貴婦 人 とい う彼女 の境遇 との 照応 を
感 じさせ る。
実 際,た とえば,彼 女 の側仕 えHortenceの"MyLadyissohigh;so
veryhigh."(P・372)とい う言葉 に も見 られ るよ うに,「高慢 」はLady
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Dedlockの入柄 を示 す常套的 な表現 とな って いる。彼 女は,小 説 中一 貫 し
て,そ の社 会 的地位 の高 さにふ さわ しい,冷 やか で高慢 な人物 とい うイ メ
ー ジを崩 さない。先 に引用 した"theonlynaturalmomentsofherlife"
(P.566)と称 され るEstherへの告 白の場 面 を除 いては,小 説 中にその 内心
を言 い表 わす こ ともほ とん どな く,固 定 した人物像 の ままに,常 に外側か
ら描 き出 されて ゆ く。
ところが,消 しよ うの ない過去 の意識 に苛 まれ るLadyDedlockの内面
の ドラァ は,奇 妙 なな まなま しさをもって読 者に伝 え られる よ うに思 われ
る。その重要 な鍵 となってい るのが,彼 女 を取 り巻 く空 間の描写 では ない
だ ろうか。
II
LadyDedlockが初 め てこの小 説に姿 を見せ る場面 は,Lincolnshire州
のDedlock邸,"her`place'"と呼 ばれ るひ とつ の 「場所」 の描 写に始 ま
る。
The adjacent low-lying ground, for half a mile in breadth, is a stag-
nant river, with melancholy trees for islands in it, and a surface punc-
tured all over, all day long, with falling rain. My Lady Dedlock's 
 `place' has been extremely dreary. (p. 56)
続 いて,あ た りの湿 りきった森や,"alternatelyalead-colouredview,and
aviewinIndianink"と形容 され る窓か らの眺望 な どが,Dickens特有の
精密 さで描 き出 され てゆ く。彼女 の 「うち」"her`place'"の薄 暗い陰気 な
た たず まいは,き らびや かな社交 界の花形 としての彼女 の姿 と鋭 い対 照 を
見せ,LadyDedllockにまつわ る暗い雰 囲気 をか もし出 してゆ く。5)
彼女 の 「うち」に出 入 りす る様 々な人物 の中で,Dedlock家の顧 問弁 護士
Tulkinghornは,とりわけ印象 深い人物 であ る。Dedlock邸に私室 を持つ
この弁 護士 は,"thestewardofthelegalmysteries,thebutlerofthe
Iegalcellar,oftheDedlocks"(p.59)と形容 され,彼 女 の 「うち」 に含め
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る役 割 の重要 さを強調 され てい るか らである。
Tulkinghornが物 語に登場す る最 初の描写 は,そ の性 質 をはっ き りと示
す もの であろ う。
Tulkinghornの光 を寄せつ けぬ 暗いイ メー ジは,LadyDedlockを取 り巻
く暗 いか げ を一 身に凝縮 したかの よ うな趣 きが ある。
その うえ,LadyDedlock自身が もらす
One peculiarity of his black clothes, and of his black stockings, be 
they silk or worsted, is that they never shine. Mute, close, irresponsive 
to any glancing light, his dress is like himself.  (p. 59)
He is always vigilant, and always near me. I may keep him at a 
standstill, but I can never shake him off. (p. 567)
とい う言葉に も明 らか な ように,Tulkinghornは,常にLadyDedlockの
側近 くに その かげの よ うな姿 を繰 り返 し現わす のであ る。 しか も,彼 は,
"blackfigure"または"rook"と形容 され(P.213),その黒衣 を何 度 も描 か
れ,常 に 暗が りに姿 を現 わす こ とで,そ の暗 いイ メ厂 ジ を強調 され てゆ く。
この よ うに,そ の描写 にお いて同一の イメー ジが反復 されてゆ くこ とに・
よ り,Tulkinghornの実 在の 人物 としての存 在感は薄 れてゆ くこ とにな る。
か わ りに,そ の 「暗い影 」 とい う象徴 的観念 だけが強調 され,肉 化 され,
読 者 に印象づ け られ るので ある。6)
Tulkinghomの存在 の意 味は,LadyDedlockの秘密 をその手 に握 り,
彼女 の前 に立 ちは だか る彼 を描 いた以下 の一 節に明 らか で あろ う。
He stands before her  .  .  . exactly as he has stood  before her at any 
time since her  marriage  .  .  . the whole man the same dark, cold object, 
at the same distance, which nothing has ever diminished. (p. 632)
ここで,Tulkinghornが"object"と形容 され るこ とは,我 々の注意 をひ
く。LadyDedlockの結婚 以来,常 に彼女 の前 に立 ちふ さが る 「暗 く冷た
い物体」 としてのTulkinghornは,彼女 の現 在 に現 われ,未 来 を暗 くす る
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黒衣 をまとった過 去の亡霊 なの である。
手 中に収め た秘 密 をか さに,彼 女 を意 のままに あやつろうとす るTulking-
hornに,LadyDedlockは言 う。
I am to remain on this gaudy  platform, on which my miserable decep-
tion has been so long acted, and it is to fall beneath me when you 
give the  signal  ? (p. 637)
彼女 が社 交界 の花形 としての役割 を演 ず る場が 「け ばけば しい舞 台」で あ
るとすれ ば,Tulkinghornは,その 「陥落」を,ひ いては,LadyDedlock
の 厂落下」 を促 す ものなの である。
ここに,「暗 い影 」に加 えて,「下降 を促 す もの」 としての,い まひ とつ
のTulkinghomのイメー ジが示 されてい る。実 際,テ キス トを少 し読 み返
してみ ると,Tulkinghornは,その役割 を"thebutlerofthelegalcellar,
oftheDedlocks"(p.59)と形 容 され,腹 の底 の知 れぬ様子 を`unfathomable
depths"(P.363)と叙述 され,更 には,LadyDedlockの秘密 を詮索す る姿
を"heIooksasifthediggerandthespadewerebothcommissioned,
andwouldsoonbedigging"(p.638)と墓掘 り人に喩 えられ るな ど,こ の
「下降 を促 す もの」 と してのイ メー ジが,彼 の描写 に重 ね られ てい るの が
分 る。
以前 と何 ひ とつ変 わ らぬ生 活 を続けて ゆ くこ ととい うTulkinghornとの
契約 を破 り,お 気 に入 りの側仕 えRosaを 自分 の恥辱 の巻 き添 えか ら救 お
うとす るLadyDedlockの眼前に現 われたTulkinghornを描 く次 の一節
は,「この 彼の イメー ジを印象深 く伝 え る もので ある。
Interposed between her and the fading light of day in the now quiet 
street, his shadow falls upon her, and he darkens all before her. 
                                        (pp. 708-709)
道の彼方 に 「薄 れゆ く日の光 」は,沈 みゆ く夕陽 を連想 させ る。それはLady
Dedlockと重 な り合 い,輝 か しか った 彼女 の 運命 の下 降 を 暗示す る。 し
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か も,そ れ までTulkinghomに重ね られた 「下降」 のイ メー ジが比 喩 であ
ったの に対 し,こ こではTulkinghornの影 は,実 際に彼女 に 「落 ちか か る」
の である。 こ うして,Tulkinghornは,LadyDedlockの暗 い過去 を象徴
しつつ,彼 女の下 降 を促 す 力 として,小 説中に繰 り返 し姿 を見せ る こ とに
なる。
III
ここで,先 に引用 したLadyDedlockの「うち」 を描 く小説 冒頭 の数行
を読み返 してみ よっ。
My Lady Dedlock has been down at what  she calls, in familiar con-
versation, her  'place' in Lincolnshire. The waters are out in Linconshire. 
An arch of the bridge in the park has been sapped and sopped away. 
The adjacent low-lying ground, for half a mile in breadth, is a stag-
nant river  .  .  . and a surface punctured all over, all day long, with 
falling rain. (p. 56)
down,sap,low-lying,fallとイタ リックで示 した語 は,一 読 して明 らかな
よ うに,下 降,も しくは下 降 を促す ものの イメージ を伝 えてい る。7)以後
も,Lincolnshireの描写 には降 る雨が ともない,そ こで の下 降の感覚 を強
め てゆ く。
や がて,降 り続 いた雨 が あが り,Dedlockの館 に も日の光 が射 し込 む。
Athwart the picture of my Lady, over the great chimney-piece, it [the 
sunshine] throws a broad bend-sinister of light that strikes down crook-
edly into the hearth, and seems to rend it. (p. 204)
"bend・sinister"とい うのは,紋 章 の盾 の左上部 か ら右下部 にひかれ た帯線
を意味す る。 それ は,紋 章 学に おいて,庶 子 の印 とされ てい る もの であ る。
ここで,窓 か ら射 し込 んだ太陽 の光 もまた,LadyDedlockの過去 を暗示
しつつ,彼 女 の 肖像 を上 方か ら下方 へ と射 しつ らぬ く形 で,暖 炉 に 「落 ち
る」 ことにな る。
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この よ うに,Tulkinghornをは じめ として,LadyDedlockをめ ぐる空
間に存す る ものは,彼 女 の過去 を暗示 しなが ら,物 理 的に下方へ下 方へ と
働 きかけ る力 として描 き出 されてゆ く。 それは まさし く,過 去 に縛 られ た
LadyDedlockの下降 の意識,す なわ ち彼女 の内面 と照応 して いる と言 え
よ う。
この よ うに見 て くる と,LadyDedlockにとって,先 に述べ たEstherへ
の告 白の場面が如何 に重要 な意味 を持 って いたか が分 るであ ろ う。取 り戻
しよ うのな い過去 の意識 に苛 まれ るLadyDedlockにとって,そ の過去 を
告 白 し,Estherの許 し を得 る こ とは,過 去 か らの解放 を意 味 したか らで
あ る。
Dedlock邸の"deepshade"(P.563)から抜け 出 したLadyDedlockは,
Estherのたたずむ``higherground"(P.562)へと登 って くる。そ して,
Estherの足下 に身 を伏せ る と,そ の過去 を告 白 して許 しを乞 うの である。
Estherは彼女 のす べて を許 し,彼 女 を助 け起 こそ うとす る。
I raised my mother up, praying and beseeching her not to stoop before 
me in such affliction and humiliation  .  .  . besides the trouble I was 
in, it frightened me to see her at my feet. (p. 565) 8)
これは,そ の場 の状 況 を考 える と当然の成 り行 きと言 えるか も知 れ ない。
しか し,「 母が私 の足下 に跪い ているの を見 るこ とが,私 を怯 え させ た」
とい うEstherの言葉 は,単 なるEstherの孝心 のみ でな い,「身 を伏せ る」
とい うLadyDedlockの行為 自体の重 み を示 してはいな いか 。実 際,同 様
の場面 はこの直後 に再 び繰 り返 され(p.566)強調 され るこ とにな るの であ
る。
Estherの許 しを拒絶 したLadyDedlockは,先に述べ た 自 らの下 降的 な
意 識 を告 白す る と,彼 女 を助 け起 こそ うとす るEstherの手 を振 りほ どい
て,再 びEstherの眼下 に横 たわるDedlockの館へ と戻 って ゆ く。上昇 を
促 すEstherと,それ を拒絶 して 自ら下降 してゆ くLadyDedlockは鮮か
な対照 を見せ て いる。
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以後,LadyDedlockの描写 には,先 に述 べ たTulkinghomを含め て,
更 に下 降 のイ メー ジが重 ね られて ゆくことになる。た とえば,Tulkinghom
の急死 に よ り秘密 が発覚 した時 のLadyDedlockの様 子 を,Dedlock家の
召使 頭Mrs.Rouncewellは,
 
.  .  . she looked to me — and I may say at me too — as if the step on 
the Ghost's Walk had almost walked her down. (p. 845)
と描 き出す 。theGhost'sWalkの足音 とい うの は,Dedlock家に代 々言
い伝 え られ,一 家 に不名誉 の もた らされ る時 には必ず聞 こ える とい う音 で
ある。 その単 調な 足音 は,降 る雨 の反響 とも言われ るが,LadyDedlockの
私室,こ とに,そ こに 据 えられた 古 い時計の 音の 合 間か ら 聞 こえて くる
(p.141)。LadyDedlockの過去 との結びつ きを暗示 しつ つ,小 説 中 しば し
ば言及 されて きた この足音 は,こ こに至 って彼女 を 「踏 み倒 そ う」 とす る
のであ る。
LadyDedlockの身の破 滅 の原因 とな ったTulkinghornの急死 の意 味は,
次の よ うに説 明されて いる。
What was his death but the key-stone of a gloomy arch removed, and 
now the arch begins to fall in a thousand fragments, each crushing 
and mangling  piecemeal  ! (p. 816)
その うえ,LadyDedlock自身 も己れの状態 を
It was right that all that had sustained me should give way at once, and 
that I should die of terror and my conscience. (p. 864)
と言 い表 わす ので ある。LadyDedlockの人生 の破 滅 を表わす これ らの比
喩 は,彼 女 自身 と彼女 を取 り巻 くものの強 烈な下 降,落 下 の イメー ジを示
す 。それ は,先 に述べ たLadyDedlockをめ ぐる物理 的な空間 におけ る下
降 の イメー ジと相 まって,強 い印象 を与 え るの である。
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LadyDedlockの秘密の発覚か ら彼女 の死に至 る逃避行 の場面 は,こ れ
まで示 した彼女 をめ ぐる様 々な 「下 降」 の イメー ジが重 ね合 わされ た最 も
印象深 い空間 を作 り上 げて いる とい えよう。
秘密 の発覚 を知 ったLadyDedlockは,すべ て を捨て てLondonの屋敷
を後にす る。彼女 はEstherを縁 として知 り合 った煉瓦職 人の妻Jennyの
もとで衣服 を取 り代 え る と,Jennyを身代 りと してLincolnshire州の
Dedlock邸へ 向 け て 送 る。 そ して,自'らはLondonの 貧民街,恋 人
CaptainHawdonの葬 られた貧 民墓地 の前 で 息絶 え るので ある。
この逃避行 の模様 は,Bucket警部に連 れ られ てLadyDedlockの後 を
追 うEstherによって語 られ る。 その間,LadyDedlockが直接 に描 き出
され るこ とはない。 ただ,刻 々 と移 り変 わ る天候 や町並 み,あ た りの風景
な どが細か く描 写 されてゆ くのみ であ る。9)
た とえば,LadyDedlock追跡の 直後 に降 り始め た雪 は,次 第 にみ ぞれ
に変 わ り,追 跡 の 間中降 り続 くが,そ れは,
The air was so thick with the darkness of the day, and the density 
of the  fall  .  .  .  . (p. 837)
そ して,
The sleet fell all that day unceasingly, a thick mist came on early, 
and it never rose or lightened for a moment. (p. 838)
さ ら に,
It is falling still  .  .  . and drip, drip, drip, with the regularity of the 
Ghost's Walk, on the stone floor below. (p. 855)
とい うような細密 な描写 を伴 い,そ の下 降の イ メー ジが印象づ け られ る。
しか も,LadyDedlockの旅 の 目的地 に徐 々に近づ いてゆ くその過程 を
示すEstherの
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Whenever I saw him [Bucket] directing the driver, I was prepared 
for our descending into a deeper complication of such streets, and we 
never failed to do so. (p. 858)
とい う言葉に も見 られ.る通 り,LadyDedlockの旅 自体 が,"labyrinthof
streets"(p.827)と称 され るLondonとい う迷宮 の中 を下降 してゆ く旅 な 、
のであ る。
その迷宮の 中心,"adarkandmiserablecoveredway"(P.867)の行 き
止 ま り,ま さに,彼 女 の人生 を象徴す るかの よ うな場所 に,10)煉 瓦職木
の妻の姿 で倒 れ伏 して い るLadyDedlockをEstherは見 出す。
Dickensは,Estherにその姿 を描 かせ るこ とで,そ の 外面 的な描写 のみ
を与 えてLadyDedlockの人生 に幕 を引 くこ とにな る。
On the step at the gate, drenched in a fearful wet of such a place, 
which oozed and splashed down everything, I  saw  .  .  . a woman lying— 
Jenny, the mother of the dead  child  .  .  .  . I saw before me, lying on 
the step, the mother of the dead child. She lay there, with one arm 
creeping round a bar of the iron gate, and seeming to embrace it. 
                                        (p. 868)
Estherはここで,変 装 したLadyDedlockをJennyと思い込ん でい る。
それ故,こ れ らの描写 は直接 的にはJennyを指 す と考 え られ る。しか し,
ここで実 の子Estherから発せ られ る 「死 んだ子 の母親 」 という言葉 は,
大変重 い響 きを持 って いる。 しか も,そ の 言葉 は二度繰 り返 され,強 調 さ
れ るの である。つ ま り,そ の形 容は,読 者 の中でLadyDedlockと重 な り,
Estherを受 け入 れ る こ とな く過去 に縛 られた ままで息 絶 える しか なか っ
た彼女の姿 を.きわ だたせ るこ とにな る。恋 人の墓 地 の扉 を抱 き しめて息絶
えた彼女 の情 熱に対 し,そ れ をはばむ鉄の 扉の冷 た さは,彼 女 の疎 外観 を
ひ しひ しと伝 えて いる。
作者は何度 も"lie"とい う動 詞 を用 いて,LadyDedlockの倒 れ伏 した姿
を強調す るが,貧 民の衣服 を身に ま とい,四 方 か ら滲 み 出 し流れ落 ちる水
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の中に身 を横 たえたLadyDedlockの死 の姿は,彼女 に まつ わ る最 後の「下
降」 なの であ る。
LadyDedlockをめ ぐる物理 的,比 喩的 なイ メー ジ を通 しての 「下降」
の解 読は,BleakHouseの「空間」の重要性 を明 らか にす る。消 しよ うの
ない過去 に追 われて 人生 を下降 す るLadyDedlockの意 識は,彼 女 を取 り
巻 く意味 に満 ちた空間,す なわち人間的 な空 間に描 き出 され るこ とにな る。
そ して,人 間 の精神 に過去 が及 ぼす影響の重 さは,BZ8読House以 後の
Dickensの作 品に 「時間」 「空 間」を軸 としての重大 な問題 として ひきつ が
れ てゆ くので ある。'
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